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公益社団法人  国際演劇協会（ITI/ ユネスコ ) 日本センター
Japanese Centre of International Theatre Institute / UNESCO

　公益社団法人国際演劇協会（ITI/
ユネスコ）日本センターは、ユネ
スコ傘下の国際組織である国際演
劇 協 会 ITI（International Theatre 
Institute）加盟の公認団体です。ITI
は世界平和と相互理解の促進を希求
するユネスコ憲章の精神に基き、演
劇による国際交流の増進を目的とし
て 1948 に年創設され、現在約 90
の国と地域が加盟しています。

I.T.I.

公益社団法人　国際演劇協会
日本センター（ITI/UNESCO）

会長  永井  多恵子

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
末
開
催
予
定

の
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
シ
リ
ー
ズ
」
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
紹
介
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
、
人
々
の
関

心
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
に
上
演
中
止
に
至
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
同
時
期
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
英
語
圏
部
会
の
企
画
と

し
て
行
わ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
３
作
品
の
一
挙
公
演

は
新
企
画
と
し
て
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
会
員
か
ら

望まれる海外演劇の全国展開
演
劇
知
の
宝
庫
Ｉ
Ｔ
Ｉ

会
員
の
自
主
企
画
が
活
発
化

の
自
主
的
な
企
画
や
活
動
が
生
ま
れ
て
く
る

の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

年
末
に
行
っ
た
文
化
庁
と
の
情
報
交
換
で

は
、
こ
う
し
た
海
外
演
劇
の
紹
介
を
全
国
各

地
へ
も
っ
と
届
け
て
ほ
し
い
、
と
い
う
要
請

も
あ
り
ま
し
た
。
首
都
圏
中
心
で
な
く
、
地

方
へ
の
展
開
も
今
後
の
課
題
で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
メ
ン
バ
ー
は
作
家
、
翻
訳
家
、
研

究
者
、
評
論
家
、
俳
優
、
演
出
家
、
劇
場
や

メ
デ
ィ
ア
関
連
等
、
演
劇
知
の

宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。
多
様
な

ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の

活
動
を
活
発
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
又
、
配
信
に
よ

る
参
加
者
の
増
加
も
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
勿
論
、
劇
場
で
舞
台
の
気
を

感
じ
て
創
り
上
げ
て
ゆ
く
の
が
「
演
劇
」
の

本
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
劇
場
に
出
向
く
こ

と
の
出
来
な
い
人
び
と
へ
届
け
ら
れ
る
ル
ー

ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

停
戦
と
平
和
へ
の
祈
り
も
虚
し
く
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
戦
乱
は
止
ま
ず
、
東
ア
ジ
ア
で
も

不
穏
な
空
気
を
感
じ
る
日
々
で
す
。
こ
う
し

た
中
で
も
、
人
間
を
深
く
捉
え
、
表
現
す
る

「
演
劇
」
は
国
際
理
解
と
平
和
を
伝
道
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
重
い
意
味
を
持
つ
も
の
と
思

い
ま
す
。

舞台映像を超高精細のデジタル技術で保存、
デジタル・シアター化を目指し、演劇の国際
交流にも役立てようと、文化庁の「ＥＰＡＤ」
事業に参画したＩＴＩ日本センターは、その
可能性を検討するシンポジウムを昨年１２月
１日に開催した（10 ページ参照）
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
12
月
に
開
催
し
て
い
る
ド
ラ
マ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
「
紛
争
地
域

か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」は
、文
化
庁
と
当
日
本
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
事
業「
国
際
演
劇
年
鑑
の
編
集・

発
行
」
に
伴
う
特
集
企
画
で
す
。
第
14
回
の
２
０
２
２
年
度
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
キ
ー
ウ
在
住
の
劇

作
家
ナ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ズ
ビ
ト
作
『Bad Roads

』
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
本
番
直
前
に
公
演
中
止
と
判
断
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
本
作
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
で
９
年
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
対
ロ
シ
ア

戦
争
の
最
前
線
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
て
身
を
挺
し
た
ボ
ロ
ズ
ビ
ト
さ
ん
の
許
諾
を
得
て
、
昨

年
４
月
か
ら
公
演
の
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
け
に
、
ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト
、
関
係
者
の
落
胆
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作
品
の
内
容
や
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、
翻
訳
者
の
一い
ち
か
わ川
華な
な
さ
ん

に
紹
介
を
お
願
い
し
ま
し
た
。（
編
集
部
）

「紛争地域から生まれた演劇１４」『Bad Roads』
公演はコロナ禍のため上演中止となりました

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
場
か
ら
過
酷
な
前
線
報
告

　

２
０
２
２
年
２
月
24
日
の
早
朝
、
ロ
シ
ア
・

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
住

民
を
保
護
す
る
と
し
て「
特
別
な
軍
事
作
戦
」

の
開
始
を
宣
言
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
青
天

の
霹
靂
で
は
な
い
。
ド
ネ
ツ
ク
州
、
ル
ハ
ン

ス
ク
州
か
ら
な
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
ド
ン
バ

ス
地
域
で
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
約
９
年

前
の
２
０
１
４
年
。『Bad Roads

』
は
そ
の

時
期
を
舞
台
に
展
開
す
る
短
編
作
品
集
で
あ

る
。　

 　
　

□
■　
　
　
　

□
■　
　
　

□
■

　

こ
こ
で
簡
単
に
背
景
を
お
さ
ら
い
し
た

い
。
２
０
１
３
年
末
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
が

Ｅ
Ｕ
と
の
連
合
協
定
の
交
渉
を
停
止
し
た
こ

と
に
抗
議
す
る
市
民
が
キ
ー
ウ
の
独
立
広
場
で

反
政
府
デ
モ
を
行
っ
た
。
当
時
の
親
ロ
シ
ア
政

権
は
こ
の
民
衆
運
動
に
よ
っ
て
崩
壊
（
マ
イ
ダ

ン
革
命
）。
ロ
シ
ア
系
住
民
の
多
い
東
部
で
は

親
欧
米
政
権
の
発
足
に
対
し
抗
議
運
動
が
広

が
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
ク
リ

ミ
ア
半
島
を
一
方
的
に
併

合
し
、
ド
ネ
ツ
ク
州
、
ル

ハ
ン
ス
ク
州
で
は
親
ロ
シ
ア
派
が
武
装
蜂
起
し

独
立
を
宣
言
。
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
で
は

分
離
主
義
勢
力
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
武
力
衝
突

が
激
化
し
て
い
る
。

　
　

□
■　
　
　
　

□
■　
　

□
■

　

キ
ー
ウ
在
住
の
ナ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ズ
ビ
ト

氏
は
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
自
身
に
質
問
を

投
げ
か
け
た
。
難
民
を
自
宅
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
か
。
国
の
た
め
に
死
ね
る
か
。
兵
士

と
恋
に
落
ち
る
こ
と
が
で
き
る
か
…
。
そ
こ

で
、
ド
ン
バ
ス
地
域
の
最
前
線
に
足
を
運
び
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
医
師
、
兵
士
、
戦
争
の

影
響
を
受
け
た
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実

施
。
こ
の
経
験
か
ら
「
無
関
心
で
は
い
ら
れ

な
い
」
と
本
作
の
執
筆
に
至
っ
た
と
い
う
。

 　
　

□
■　
　
　
　

□
■　
　
　

□
■

　
『Bad Roads

』
は
６
つ
の
短
編
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
。
ナ
タ
リ
ア
氏
本
人
が
モ
デ
ル

と
想
定
さ
れ
る
人
物
が
前
線
を
訪
れ
た
際
の

思
い
出
を
観
客
に
語
る
独
白
劇
や
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
女
性
と
、
彼
女
を
陵
辱
す
る
分

離
派
の
男
性
兵
士
に
よ
る
密
室
の
会
話
劇
な

ど
登
場
人
物
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
多
岐

に
わ
た
る
。
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
共

通
し
て
登
場
す
る
の
が
「
悪
路
」
だ
。
文
字

通
り
未
舗
装
の
道
路
と
し
て
物
理
的
に
出

て
く
る
だ
け
で
な
く
、
他
者
の
心
を
理
解
す

る
ま
で
の
道
筋—

つ
ま
り
は
共
感
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に

も
な
り
得
る
。
女
か
男
か
。
親
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
親
ロ
シ
ア
か
。
戦
争
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

人
々
の
分
断
を
可
視
化
し
、
悪
化
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翻
訳
家
）

一い
ち
か
わ川  

華な
な

『Bad Roads』作品紹介
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2022 年 2 月 24 日　ロシア軍、ウクライナへ
　の侵攻開始。
3 月 1 日　ITI 日本センター理事会有志によ
　る「ロシア軍によるウクライナ侵攻に関す
　る反対声明」を発表。
3 月 3 日　ITI 本部、ロシア軍によるウクラ
　イナ侵攻に対する「平和と建設的対話への
　声明」を発表。

3 月某日　ウクライナ戯曲の情報収集開始。
　『Bad Roads』発見。即座に原作入手。
　原作精査、紛争の最前線を取材した作品で
　戦争による人々の亀裂の深まりを描いた　

「あなた方の活動が私たちに力を与えてくれる」との返信

『Bad Roads』への道 プロデューサー　林英樹 

　作品。急遽、本年度の上演戯曲に決定。翻
　訳者を探し始める。難航。
4 月〜 5 月　キーウの演劇関係者、作家と上
　演許諾のため連絡取り合う。「あなた方の
　活動が私たちに力を与えてくれる」との返
　信。
6 月某日　翻訳者決定。演出家決定。
9 月某日　『Bad Roads』初稿完成。同時並行
　で出演者交渉開始。
10 月某日　出演者全員決定。チラシ作り開始。
11 月某日　事前読み合わせ。その後、稽古
　開始。
12 月 8 日　体調不良者出る。
12 月 9 日　9・10 日の公演中止発表、11 日
　の公演をめざす。
12 月 10 日　全公演中止決定。（撮影・林  英樹）

左から斉藤淳（劇団俳優座）、西岡未央、寺田路恵（文学座）、岩男海史、柴田美波（文学座）

左
か
ら
亀
田
佳
明
（
文
学
座
）、
生
田
み
ゆ
き

（
文
学
座
）、
斉
藤
淳
（
劇
団
俳
優
座
）

ドキュメント



I.T.I. NEWS  2023 4

　ＩＴＩ日本センターが企画・編集・刊行している「国
際演劇年鑑」の関連企画として、日本国外の演劇事情
をリアルタイムでお話しいただく企画『ワールド・シア
ター・レポート』シリーズ。今回は 10 月８日に File ９「ロ
シア」（講師：守山真利恵さん、伊藤愉さん）、10 月 10
日に File10「ポーランド」（講師：岩田美保さん）のレク
チャーをそれぞれオンラインで開催後、期間限定でアー
カイブ配信も行いました。（chon-muop 主宰・櫻井拓見）

File9  ロシア

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と

ロ
シ
ア
演
劇

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
＝
10
月
８
日
（
土
）
19
時
〜

20
時
30
分
▽
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
11
月
１
日
〜

12
月
１
日

File10  ポーランド
▽
オ
ン
ラ
イ
ン
＝
10
月
10
日
（
月
・
祝
）
19

時
〜
20
時
30
分
▽
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
11
月
１

日
〜
12
月
１
日

　

２
０
０
８
年
度
か
ら
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン

タ
ー
が
発
行
す
る
『
国
際
演
劇
年
鑑
』
に
寄

稿
い
た
だ
い
て
い
る
岩
田
美
保
さ
ん
（
ク
ラ

ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
と
演
劇

芸
術
家
海
外
研
修
制
度
で
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ン
ス
キ
ー
劇
場
で
研
修
中
で
し
た

が
、
一
時
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
ト
ー
ク
で
は
、
開
戦
前
後
の
劇
場
や
町
の
様
子

の
ほ
か
、
今
ロ
シ
ア
の
知
人
友
人
が
ど
う
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
も
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
に
は
開
戦
後
の
ロ
シ
ア
演
劇
界
の
流

れ
を
詳
細
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
二

人
の
発
表
に
は
言
葉
に
な
ら
な
い
想
い
が
そ
こ
か

し
こ
に
に
じ
み
、
現
在
進
行
中
の
戦
争
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ふ
た
り
は
ロ
シ
ア
の
演
劇
誌
「
テ
ア
ト

ル
」
オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
掲
載
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
以
後
の
ロ
シ
ア
演
劇
界
の
動
向
を
共
訳
し
て

お
り
、
そ
の
翻
訳
は
、
伊
藤
さ
ん
ら
若
手
研
究
者

の
発
行
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
雑
誌
「chem

odan.jp

」

で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

報
告　
後
藤
絢
子
（「
国
際
演
劇
年
鑑
」
編
集
）

ロ
シ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
演
劇
界
は
今
…

オンラインとアーカイブ配信
リアルタイムで聞く

ワールド・シアター・レポート
　

２
０
２
２
年
２
月
24
日
。
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
ま
し
た
。「
国
際
演
劇

年
鑑
」（
年
鑑
）
編
集
チ
ー
ム
は
編
集
の
最
終
段

階
を
迎
え
て
お
り
、
こ
の
状
況
を
い
つ
、
ど
う
伝

え
る
べ
き
か
、
緊
急
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
今
何
が
起
き
て
い
る

の
か
？　

戦
争
を
め
ぐ
っ
て
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

る
状
況
の
中
で
、
年
鑑
編
集
部
は
現
場
の
声
を

も
っ
て
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
実
際
の

状
況
を
伝
え
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
す
る
認

識
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

海
外
の
演
劇
事
情
を
立
体
的
に
伝
え
る
「
ワ
ー

ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
（
Ｗ

Ｔ
Ｒ
）」
で
は
ぜ
ひ
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
取

り
上
げ
た
い
と
い
う
声
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
講

師
を
誰
に
依
頼
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
思
っ
た

以
上
に
繊
細
な
問
題
で
し
た
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｒ
制
作
チ
ー
ム
と
事
務
局
、
年
鑑
編
集
部

は
合
同
会
議
を
重
ね
、
今
回
の
講
師
を
守
山
真
利

恵
さ
ん
（
舞
台
監
督
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
と
伊
藤
愉
さ
ん
（
明
治
大
学
文
学
部
専

任
講
師
／
ロ
シ
ア
演
劇
）
に
お
願
い
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
守
山
さ
ん
は
開
戦
時
、
文
化
庁
の
新
進
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ク
フ
在
住
）
を
講
師
に
迎
え
、
事
務
局
長
代
理

の
横
堀
応
彦
が
聞
き
手
を
務
め
ま
し
た
。

　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
ウ
ッ
チ
に
次
ぐ
ポ
ー
ラ
ン

ド
第
３
の
都
市
ク
ラ
ク
フ
で
は
毎
年
12
月
に

Boska Kom
edia

演
劇
祭
が
行
わ
れ
、
そ
の
年

に
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
の
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
作

品
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
作
品
が
上
演
さ
れ

ま
す
。
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
２
０
２
１
年
の

同
演
劇
祭
で
話
題
に
な
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、

マ
ヤ
・
ク
レ
チ
ェ
フ
ス
カ
演
出
『
父
祖
の
祭
』、

マ
ウ
ゴ
ジ
ャ
タ
・
ボ
ガ
イ
エ
フ
ス
カ
演
出
『
ワ
ー

ニ
ャ
お
じ
さ
ん
』、
ル
ク
・
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
演

出
『
三
人
姉
妹
』
な
ど
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
映
像

と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ド
イ
ツ
の
合
作
に
よ
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
』（
エ
ル
ヴ
ィ
ラ
・
ニ
ヴ
ィ
エ
ラ

＆
ピ
ョ
ト
ル
・
ロ
ソ
ウ
ォ
フ
ス
キ
監
督
）
や
タ

デ
ウ
シ
ュ
・
カ
ン
ト
ル
の
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン

タ
ー
「
ク
リ
コ
テ
カ
」
で
開
催
さ
れ
て
い
る
展

覧
会
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
─
カ
ン
ト
ル
舞
台
衣
装
」

な
ど
の
紹
介
を
通
し
て
、
演
劇
以
外
の
最
新
の

ア
ー
ト
事
情
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

報
告　
事
務
局
長
代
理
・
横
堀
応
彦

　
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
（Ja-

panese Centre of ITI

）
は
日
本
の
敗

戦
６
年
後
の
１
９
５
１
年
に
創
設
さ
れ

て
今
年
72
年
目
、
そ
し
て
１
９
７
３
年

３
月
創
刊
さ
れ
た
「
国
際
演
劇
年
鑑
」

は
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。

　
戦
前
か
ら
戦
中
へ
冬
の
時
代
を
過
ご

し
た
日
本
の
演
劇
人
は
ど
の
よ
う
な
思

い
で
新
生
日
本
の
黎
明
を
迎
え
、
ど
の

よ
う
な
決
意
で
国
際
社
会
に
復
帰
し
て

新
し
い
時
代
に
乗
り
出
そ
う
と
し
た
の

で
し
ょ
う
か
？　

　
私
た
ち
は
三さ

ん
し
は
ん

四
半
世
紀
に
及
ぼ
う
と

す
る
日
本
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
を
誇
り
と

共
に
振
り
返
り
、
先
人
た
ち
の
初
心
に

思
い
を
馳
せ
、
国
際
演
劇
協
会
の
原
点

で
あ
る
「
演
劇
舞
踊
を
通
じ
た
平
和
構

築
」
を
念
じ
な
が
ら
日
本
セ
ン
タ
ー
設

立
の
ル
ー
ツ
を
探
り
、
設
立
の
経
緯
を

詳
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
誰
の
目
に
も
触

れ
な
か
っ
た
日
本
セ
ン
タ
ー
の
資
料
群

を
掘
り
起
こ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

セ
ン
タ
ー
を
支
え
る
若
い
力
と
共
有
し

よ
う
と
す
る
の
が
「
国
際
演
劇
協
会
日

本
セ
ン
タ
ー
初
期
資
料
の
復
刻
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
た
だ
今
編
集
作
業

が
進
む
復
刻
小
冊
子
の
発
行
に
向
け

て
、
ど
う
か
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
72
年
の
歩
み

☆本プロジェクトに関するクラウドファンディングのご案内は７ページをご覧下さい

設立初期の資料掘り起こし、小冊子発行へ
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２
年
目
を
迎
え
る
２
２
０

２
１
年
度
は
、「
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
公
演
」「
海
外
戯
曲
の

戯
曲
読
解
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
海
外

戯
曲
の
戯
曲
読
解
か
ら
場

面
を
立
ち
上
げ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
の
３
企
画
を
展

開
。

　

継
続
企
画
の
「
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
公
演
」「
海
外
戯
曲
の

戯
曲
読
解
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
戯
曲
『
サ
イ
プ
ラ
ス
・
ア

ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
』（
作
：
デ
ビ
ッ
ド
・

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
翻
訳
：
石
川
麻
衣
）

と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戯
曲
『I Call M

y 
Brothers

』（
作
：
ヨ
ー
ナ
ス
・
ハ
ッ

サ
ン
・
ケ
ミ
ー
リ
、
翻
訳
：
後
藤
絢

子
、
翻
訳
監
修
：
小
牧
游
）
の
２
作

品
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
」（
於
：
上

野
ス
ト
ア
ハ
ウ
ス
）
で
は
各
作
品

を
稲
葉
賀
恵
、
小
川
絵
梨
子
が
演

出
。
い
ず
れ
も
差
別
、
偏
見
、
レ
イ

シ
ズ
ム
等
を
扱
う
難
解
な
テ
ー
マ
で

は
あ
っ
た
が
、
美
術
・
音
楽
・
空
間
も
巧
み
に
使

い
大
胆
か
つ
細
心
に
戯
曲
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
海
外
戯
曲
の
戯
曲
読
解
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
を
生
田
み
ゆ

き
、
瀬
戸
山
美
咲
が
担
当
。
視
野
を
大
き
く
広
げ

る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
等
、
参
加
者
か
ら
の
好
評

の
声
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
身
体
表
現　

　

そ
し
て
、
新
企
画
と
し
て
「
海
外
戯
曲
の
戯

曲
読
解
か
ら
場
面
を
立
ち
上
げ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
。
竹
中
香
子
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
の

戯曲を読み解き、場面を立ち上げる
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
・
ラ
ボ

海
外
演
劇
を
撃
つ

「
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
・
ラ
ボ
」
は
、
海
外

で
創
作
さ
れ
た
現
代
戯
曲
の
翻
訳
と
上
演
を
通

し
て
、
次
代
を
担
う
翻
訳
者
の
紹
介
・
発
掘
と
、

同
時
代
の
世
界
の
現
実
を
よ
り
よ
く
理
解
す

る
視
点
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

に
、
文
化
庁
委
託
の
「
次
代
の
文
化
を
創
造
す

る
新
進
芸
術
家
育
成
事
業
」
と
し
て
２
０
２
０

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。（
報
告　

柏

木
俊
彦
＝
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
・
ラ
ボ　
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
第
０
楽
章
、
日
本
演
出
者
協
会
）

北アイルランド『サイプラス・アヴェニュー』
大森博史㊨　　撮影・おおたこうじ

スウェーデン『I Call My Brothers』
亀田佳明㊥　　撮影・おおたこうじ

北アイルランド『サイプラス・アヴェニュー』
スウェーデン『I Call My Brothers』
アルゼンチン『パラナ・ポラー』
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も
と
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
戯
曲
『
パ
ラ
ナ
・
ポ
ラ
ー
』

（
作
：
マ
ル
ハ
・
ブ
ス
タ
マ
ン
テ
、
翻
訳
：
仮
屋
浩
子
）

を
題
材
に
、
グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

身
体
を
使
っ
て
作
品
を
立
ち
上
げ
て
い
く
試
み
は

新
鮮
で
、
加
え
て
、
作
家
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
よ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ゲ
ス
ト
参
入
。
参
加
者
か
ら
は
濃

密
な
３
日
間
、
継
続
を
期
待
す
る
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。
今
回
も
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
無

事
に
全
て
の
企
画
が
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

アルゼンチン戯曲『パラナ・ポラー』

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
は
、
世
界
平

和
と
演
劇
人
の
国
際
交
流
の
増
進
を

目
指
す
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
精
神
に
基
づ

い
て
１
９
４
８
年
に
設
立
さ
れ
、
日
本

セ
ン
タ
ー
は
１
９
５
１
年
に
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
設
立
当
時
の
世
界
の
演
劇

状
況
と
日
本
国
内
の
演
劇
人
た
ち
の
動

向
、
政
府
（
外
務
省
、
文
部
省
）
と
の

連
携
な
ど
、
先
人
の
努
力
の
数
々
が
貴

重
な
記
録
と
な
っ
て
今
日
の
日
本
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
は
こ
の
膨
大
な
資
料
を
再
構
築

と
復
刻
に
努
め
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
に
広
く
公
開
す
る
作
業
に
着

手
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会

日
本
セ
ン
タ
ー
初
期
資
料
復
刻
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
づ
け
、
第
２
回
の

ク
ラ
ウ
ド
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
呼
び
か
け
を
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
す
（
２
０
２
２
年
12
月
９
日
か
ら

２
０
２
３
年
２
月
27
日
ま
で
）。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）
の
資
料
や

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
の
「
国
際

演
劇
年
鑑
」
創
刊
の
こ
ろ
ま
で
の
重
要

資
料
の
発
掘
・
解
読
を
通
し
て
、
戦
後

の
日
本
演
劇
が
ど
の
よ
う
に
世
界
演

劇
と
交
わ
り
、
独
自
の
地
歩
を
築
く

に
至
っ
た
か
を
跡
づ
け
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
１
９
５
０

年
代
か
ら
始
ま
る
能
・
歌
舞
伎
・
文

楽
等
の
伝
統
芸
能
の
海
外
公
演
や
、

１
９
７
０
年
代
の
ナ
ン
シ
ー
演
劇
祭

（
仏
）
な
ど
に
お
け
る
日
本
の
現
代
演

劇
の
紹
介
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
日
本

の
現
代
演
劇
が
続
々
と
世
界
各
地
で
上

演
さ
れ
、
大
き
な
注
目
や
反
響
を
得
る

に
至
る
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開

を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
「
初
期
貴
重
資
料
復
刻
版
」
は

２
０
２
３
年
４
月
ご
ろ
の
発
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
日
本
最
大

級
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
モ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
「
演
劇
・
ダ
ン
ス
」

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
」
を
検
索
し

て
下
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
２
回
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
ご
協
力
を

日本センター設立初期の歩みをたどる
「貴重資料復刻版」発行プロジェクト
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レ
デ
ィ
・
グ
レ
ゴ
リ
ー　
１
８
５
２
年
生
ま
れ
。
詩
人
で

劇
作
家
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ト
ラ
ー
・
イ
ェ
イ
ツ
ら
と
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
劇
場
協
会
を
結
成
、
ア
ベ
イ
座
を
設
立

し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
の
確
立
を
目
指
し
た
。
上
演
作

品
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
民
族
意
識
に
根
ざ
し
た
も
の

が
多
く
、〝
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
の
母
〟
と
呼
ば
れ
る
。

ソ
ニ
ア
・
ケ
リ
ー　
デ
ビ
ュ
ー
作
『The W

heelchair on 
M

y Face

』
が
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
新
作

戯
曲
賞
、
続
い
て
『H

ow
 to Keep an Alien

』
で
ダ
ブ

リ
ン
・
フ
リ
ン
ジ
演
劇
祭
で
最
優
秀
作
品
賞
、『Furniture

』

で
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
パ
ー
カ
ー
・
ト
ラ
ス
ト
賞
と
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
作
家
組
合
最
優
秀
新
作
戯
曲
賞
を
受
賞
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
長
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
植
民
地

支
配
を
受
け
、
そ
の
対
立
と
抗
争
の
種
々
相
は
、
今

な
お
世
界
各
地
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

歴
史
の
不
条
理
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
ま
す
。
Ｉ
Ｔ

Ｉ
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
内
の
活
動
グ
ル
ー

プ
「
英
語
圏
部
会
」
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
か
ら

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
新
旧
の
２
作
家
・
３
作
品
を
選
び
出

し
、【
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発　

 
対
立
と
融
和
を
め
ぐ
る

モ
ノ
ガ
タ
リ
】
と
銘
打
ち
、
文
化
庁
の
補
助
金
Ａ
Ｅ

Ｆ
２
補
助
事
業
と
し
て
２
０
２
２
年
12
月
21
日
か
ら

25
日
ま
で
荻
窪
に
あ
る
「
劇
的
ス
ペ
ー
ス
・
オ
メ
ガ

東
京
」
で
上
演
し
ま
し
た
。
作
者
の
一
人
レ
デ
ィ
・

グ
レ
ゴ
リ
ー
は
、
日
本
の
能
か
ら
影
響
を
受
け
て
書

か
れ
た
『
鷹
の
井
戸
』（
１
９
１
６
年
初
演
）
で
知

ら
れ
る
イ
ェ
イ
ツ
ら
と
共
に
民
族
演
劇
運
動
に
身
を

投
じ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
芸
復
興
の
担
い
手
と
な
っ

た
一
人
で
す
。
ソ
ニ
ア
・
ケ
リ
ー
は
２
０
１
２
年
に

劇
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
旬
の
劇
作
家
。
２
人
の
作
家

に
共
通
す
る
の
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
対
立

と
そ
の
果
て
の
融
和
に
至
る
道
を
模
索
す
る
姿
で

す
。　
報
告　
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
・
三
輪
え
り
花

　

こ
の
公
演
は
Ａ
Ｂ
両 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で

編
成
さ
れ
、
Ａ
プ
ロ
は
百
年
前
に
グ
レ
ゴ

リ
ー
が
書
い
た
２
本
の
短
編
を
、
三
輪
え

り
花
演
出
、
池
辺
晋
一
郎
の
音
楽
（
酒
井

絵
美
の
フ
ィ
ド
ル
演
奏
）
で
上
演
し
ま
し

た
。
翻
訳
は
、
英
語
圏
部
会
の
翻
訳
講
座

修
了
生
、
石
井
あ
つ
こ
が
『
出
ら
れ
な
い

ふ
た
り
』
を
、
そ
し
て
斉
藤
健
志
が
『
月

が
昇
れ
ば
』
を
担
当
。
出
演
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
『
鳩
子
の
海
』
で
一
世
を

風
靡
し
た
藤
田
三
保
子
、
劇
団
昴
出
身
の

田
中
正
彦
、
オ
ペ
ラ
歌
手
大
山
大
輔
、
味
わ
い
深

い
演
技
力
の
須
田
真
魚
、
身
体
表
現
も
得
意
な
菊

沢
将
憲
ら
５
名
が
熱
演
し
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
疫
病
の
飢
餓
体
験

　
『
出
ら
れ
な
い
ふ
た
り
』
は
、
大
飢
饉
（
19
世

紀
半
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
で
起
き
た
主
要
作
物

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
大
飢
饉
。
１
０
０
万
人
が
餓
死
、

病
死
し
た
と
さ
れ
る
）
で
家
も
家
族
も
失
っ
て
救

貧
院
に
寝
た
き
り
で
い
る
兄
を
妹
が
救
い
出
し
に

来
る
物
語
。
イ
ギ
リ
ス
側
に
嫁
い
だ
妹
と
は
縁
を

切
り
た
い
兄
と
、
彼
女
か
ら
施
し
を
受
け
た
い
植

民
地
根
性
の
隣
人
。
ベ
ッ
ド
を
縦
に
設
え
、
枕
元

文化庁「ARTS for the future! 2」補助対象事業
【主催】公益社団法人 国際演劇協会日本センター
【後援】アイルランド大使館
【協力】演劇集団 円、テアトル・エコー、
T-PROJECT、トビラボ、ベルジネタレントエージェ
ンシー、ぐるっぽ・ちょいす、東京コンサーツ

Ａプログラム
『出られないふたり』　『月が昇れば』

英語圏部会

現
代
新
進
作
家
と
〝
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
の
母
〟
に
よ
る
３
作
品

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発 　

対
立
と
融
和
を
め
ぐ
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
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に
は
聖
書
や
十
字
架
を
ぶ
ら
下
げ
て
、
寝
た
き
り

を
演
出
し
た
。
テ
ン
ポ
の
良
い
コ
メ
デ
ィ
に
、
会

場
は
笑
い
で
埋
ま
っ
た
。

　
愛
国
主
義
者
の
脱
獄
犯

　
『
月
が
昇
れ
ば
』
は
、
移
送
中
に
脱
獄
し
た
過

激
な
愛
国
主
義
者
を
追
う
、
懸
賞
金
目
当
て
の
巡

査
部
長
が
、
波
止
場
で
流
し
の
歌
手
に
出
会
い
、

か
つ
て
は
自
ら
も
愛
国
主
義
者
だ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
す
物
語
。
家
族
と
自
分
を
守
る
た
め
に
は
、

夢
を
同
じ
く
し
た
者
を
追
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
巡
査

部
長
の
抱
え
る
矛
盾
と
葛
藤
が
、
歌
に
よ
っ
て
炙

り
出
さ
れ
て
い
く
ド
ラ
マ
は
観
客
の
共
感
を
誘
い

ま
し
た
。
百
年
前
の
苦
難
の
時
代
に
書
か
れ
、
歴

史
に
埋
も
れ
て
い
た
グ
レ
ゴ
リ
ー
作
品
に
出
会
え

た
こ
と
を
喜
ぶ
声
が
観
客
か
ら
、
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
昨
年
、
戯
曲
翻

訳
部
会
が
【Plays 4 Covid

】
で
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
上
演
し
た
『
橋
の
上
の
ワ
ル

ツ
』
を
改
め
て
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
で
舞
台

化
し
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、
演
出
は
青

柳
敦
子
。
翻
訳
は
、
協
会
員
で
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
在
住
の
石
川
麻
衣
。
出
演
は
、

テ
ア
ト
ル
・
エ
コ
ー
の
ベ
テ
ラ
ン
田
中
英
樹
、
国

際
演
劇
祭
に
も
多
数
参
加
し
て
い
る
金
子
貴
伸
、

そ
し
て
協
会
員
で
演
劇
集
団
円
の
一
谷
真
由
美
ら

が
、
暖
か
く
か
つ
パ
ワ
フ
ル
な
演
技
で
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
妙

　

こ
の
作
品
は
パ
ッ
ト
ニ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
で
実
際
に

起
き
た
あ
る

事
件
に
触

発
さ
れ
て
ケ

リ
ー
が
戯
曲

に
し
た
。
登

場
す
る
の
は

ア
フ
リ
カ
系

移
民
の
バ
ス

運
転
手
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド

人
と
し
て
自

国
民
を
代
弁
し
た
い
と
願
う
弁
護
士
志
望
者
、
そ

し
て
金
を
稼
ぐ
こ
と
に
熱
中
す
る
剛
腕
フ
ァ
ン
ド

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
そ
れ
が
テ
ム
ズ
川
の
南
と
北
を

結
ぶ
橋
の
上
で
、
同
じ
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

人
種
問
題
、
女
性
の
社
会
進
出
と
そ
れ
を
阻
む
壁

等
、
目
に
は
見
え
に
く
い
対
立
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

心
の
声
を
観
客
に
聞
か
せ
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
の
手
法
で
描
き
出
さ
れ
る
。
さ
さ
く
れ
だ
っ
た

心
が
生
み
出
す
対
立
は
、
音
楽
に
よ
っ
て
融
和
に

導
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
訴
え
る
こ
の
作
品

は
、
劇
公
演
に
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
観

客
の
心
に
染
み
込
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
舞
台
装
置
に
円
筒
の
オ
ブ
ジ
ェ

　

両
プ
ロ
グ
ラ
ム
共
に
、
舞
台
装
置
に
円
筒
の
オ

ブ
ジ
ェ
を
取
り
入
れ
、「
融
和
」
の
統
一
感
を
持

た
せ
る
よ
う
に
し
た
の
も
今
回
の
特
徴
。
外
部
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
力
を

入
れ
、
連
日
、
大
勢
の
観
客
の
温
か
い
拍
手
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が

一
か
ら
舞
台
作
品
を
作
る
初
の
試
み
で
あ
り
、
次

の
企
画
へ
の
足
掛
か
り
に
し
た
い
。　
（
敬
称
略
）

　

特
設
Ｈ
Ｐ
で
は
、
俳
優
ら
各
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
他
、

作
品
背
景
な
ど
、
三
輪
え
り
花
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

で
撮
影
し
て
き
た
写
真
を
入
れ
た
、
視
覚
的
に
も

楽
し
め
る
読
み
物
を
掲
載
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　
https://itij2022.com

/

Ｂプログラム
『橋の上のワルツ』

『出られないふたり』
菊沢将憲㊧　藤田三保子㊥　須田真魚㊨

『月が昇れば』大山大輔㊧　田中正彦㊨

『橋の上のワルツ』
　一谷真由美㊧　田中英機㊥　金子貴伸㊨

撮影・渡辺格（３枚とも）
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２
０
２
０
年
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
日
本
の
舞
台
芸
術
界
は
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
困
難
の
中
、
舞
台
芸
術
等
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
文
化
庁
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て

発
足
し
た
の
が
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
＆
デ
ジ
タ
ル

シ
ア
タ
ー
化
支
援
事
業
＝Em

ergency Perform
ing 

Arts Archive
（
略
し
て
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ
）
で
す
。
こ
れ
は

舞
台
映
像
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
保
存
し
、
著
作
権
の
処

理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
商
業
配
信
を
促
進
す
る
こ

と
、
検
索
サ
イ
ト
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
新

た
な
活
用
法
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
８
Ｋ
カ
メ
ラ
及
びD

olby Atm
os

（R

）
な
ど
最

新
の
映
像
、
音
響
技
術
を
用
い
て
舞
台
映
像
を
収
録
す

る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
日
本
セ
ン
タ
ー
は
寺
田
倉
庫
株
式
会
社
と

共
に
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ
実
行
委
員
会
２
０
２
２
」
を
組
織

し
、
永
井
多
恵
子
会
長
が
代
表
実
行
委
員
を
、
横
堀
応

彦
事
務
局
長
代
理
が
実
行
委
員
を
務
め
「
デ
ジ
タ
ル
シ

ア
タ
ー
化
支
援
事
業
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ2022

」（
文
化
庁 

統

括
団
体
に
よ
る
ア
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
・
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
文
化
芸
術
活
動
の
再
興
支
援
事
業
）
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ
で
は
既
に
約
１
千
３
０
０
本

の
舞
台
公
演
の
記
録
映
像
を
収
集
し
、
今
年
度
さ
ら
に

４
０
０
本
余
の
情
報
を
公
開
で
き
る
よ
う
作
業
継
続
中
。

　

２
０
２
２
年
12
月
１
日
に
日
本
セ
ン
タ
ー
主
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
撮
る
、
の
こ
す
、
使
う
！
』
を
開
催
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
ま
し
た
。
第
１
部
「
教
育
・
研

究
の
現
場
か
ら
」
と
第
２
部
「
国
際
交
流
の
現
場
か
ら
」

の
２
部
構

成
で
、
舞

台
公
演
映

像
が
教
育
・
研
究
・
国
際
交

流
の
各
現
場
で
ど
う
利
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
ど
の
よ
う
に

利
活
用
で
き
る
の
か
、
そ
の

具
体
的
な
方
法
や
可
能
性

に
つ
い
て
議
論
す
る
場
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
事
業

概
要
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
採
録

の
報
告
書
は
当
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

報
告　

事
務
局
長
代
理
・

横
堀
応
彦

デジタル・アーカイブ＆デジタルシアター化支援事業

８
Ｋ
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
舞
台
芸
術
の
国
際
交
流
を

第１部「教育・研究の現場から」　㊧から横堀応彦（国
際演劇協会日本センター／跡見学園女子大学）、梅山
いつき（近畿大学）、岡室美奈子（早稲田大学演劇博
物館）、多和田真太良（玉川大学）、松山立（日本大学）

撮
影
・
菊
池
友
理
（
２
枚
と
も
）

第２部「国際交流の現場から」　㊧から三好佐智子
（EPAD2022 事務局長／ quinada）、伊藤達哉（緊急事
態舞台芸術ネットワーク／ゴーチ・ブラザーズ）、堀
朝美（贅沢貧乏）、川崎陽子（KYOTO EXPERIMENT）、
成島洋子（SPAC- 静岡県舞台芸術センター） 
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日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
会

は
２
０
２
２
年
10
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
４

年
度
第
２
回
理
事
会
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
ポ

リ
シ
ー
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
ま
し
た
（
即
日
施
行
）。

　

最
近
、
舞
台
芸
術
業
界
に
お
い
て
も
、
パ
ワ
ー

関
わ
る
安
全
・
安
心
な
活
動
環
境
を
損
な
っ
て
い

る
と
す
る
考
え
方
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
公
演
な
ど
の
創
作
現
場
や
制
作

運
営
管
理
等
の
事
務
部
門
に
お
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
発
生
を
防
ぎ
、良
好
な
活
動
環
境
を
維
持
・

向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等

の
防
止
対
策
の
た
め
に
事
業
主
が
雇
用
管
理
上
講

ず
べ
き
措
置
と
し
て
、
左
記
の
項
目
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

▽
事
業
主
の
方
針
の
明
確
化
及
び
そ
の
周
知
・
啓

発▽
相
談
（
苦
情
を
含
む
）
に
応
じ
、
適
切
に
対
応

す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

▽
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
後
の
迅
速

か
つ
適
切
な
対
応

▽
併
せ
て
講
ず
べ
き
措
置
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、

不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
等
）

　　

日
本
セ
ン
タ
ー
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
ポ
リ

シ
ー
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容

を
ご
覧
に
な
り
た
い
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
長　
曽
田
修
司
）

　’ ２２ ＩＴＩ英語圏部会報告　  吉岩正晴

　2020 年１月の「ハロルド・ピンター戯曲勉強会＆
懇親会」を最後に、コロナ禍のために公演活動は中止
し、月１回オンライン・ミーティングを行い、新訳戯
曲の読み合わせ等を続けました。
　2022 年は 12 月に、英語圏部会企画立案の【アイ
ルランド発　　対立と融和をめぐるモノガタリ】が文
化庁 AFF ２助成、アイルランド大使館の後援を得て、
ITI 主催公演として荻窪の「劇的スペース・オメガ東京」
にて上演することができました。
　毎年 12 月に行っていたオンライン・クリスマスイ
ベント『賢者の贈り物』は見送りとなりましたが、今
年は実現したいと考えます。　 

’ ２２  ＩＴＩ戯曲翻訳部会報告　　青柳敦子 

　2022 年の戯曲翻訳部会の活動は、来年以降の準備
に終始しました。
　2023 年に「ジェンダー」をテーマにしたリーディ
ング・シリーズを開催予定。第一弾としてカナダ（ケ
ベック）の作家ミシェル・マルク・ブシャール作『ロー
リエ・ゴードロが目覚めた夜』のリーディング公演を
ITI の主催事業として開催することが決まった。翻訳・
演出は山上優さんが担当。
　ほかにも候補作が挙がっており、今後準備を進める。
またテーマである「ジェンダー」について、戯曲翻訳
部会のメンバーも理解を深めたいと考えており、セミ
ナーの受講などを検討しています。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
防
止

策
が
重
要
な
課
題
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
に
あ
た

る
と
と
も
に
、
舞
台
芸
術
の
制
作
、
上
演
な
ど
に

舞
台
芸
術
の
安
全
・
安
心
な
活
動
環
境
を
守
る
た
め
に



2022 年 2 月〜 2023 年 1 月  事務局調べ会  員  消  息
【
個
人
会
員
入
会
】

那
須
佐
代
子
（
俳
優
・
シ
ア
タ
ー
風
姿

花
伝
支
配
人
）

市
村
昌
也
（
松
竹
株
式
会
社
）

伊
東
羊
介
（
松
竹
株
式
会
社
）

斎
藤
明
仁
（
上
智
大
学
大
学
院
）

櫻
井
拓
見
（chon-m

uop

主
宰
）

【
賛
助
会
員 
入
会
】

寺
田
倉
庫
株
式
会
社

【
個
人
会
員 

退
会
】

木
村
信
司

居
上
紗
笈

田
尻
陽
一

中
里
毅

西
川
信
廣

水
落
潔

毛
利
ま
こ

Yum
a

【
賛
助
会
員 

退
会
】

株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

【
ご
逝
去
】

斎
藤
偕
子
（
令
和
３
年
12
月
23
日
）

　

※
令
和
４
年
10
月
訃
報
通
知

高
田
一
郎
（
令
和
4
年
9
月
1
日
）

松
田
存
（
令
和
4
年
6
月
20
日
）

【
叙
勲
・
受
賞
】

池
辺
晋
一
郎

　

旭
日
中
綬
章

松
竹
株
式
会
社
南
座

　

第
77
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
大
賞

松
竹
株
式
会
社
歌
舞
伎
座

　

第
77
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
優
秀
賞

松
竹
株
式
会
社
「
桜
姫
東
文
章
」

　

第
29
回
読
売
演
劇
大
賞 

選
考
委
員

　

特
別
賞

中
村
梅
玉

　

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）
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I.T.I. ▲
日
本
セ
ン
タ
ー
が
「
紛
争
地
域

か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
シ
リ
ー
ズ

に
取
り
組
ん
で
か
ら
14
年
に
な
り

ま
す
。
昨
年
来
「
紛
争
」
の
拡
散

や
全
面
化
を
目
撃
し
て
、
世
界
を

よ
く
知
る
こ
と
、
開
か
れ
た
視
点

を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て

感
じ
る
一
年
で
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
そ
の
創

設
以
来
目
指
し
て
き
た
「
演
劇
に
よ
る
相

互
理
解
の
促
進
と
平
和
構
築
」
の
理
念
の

大
切
さ
を
思
い
、
70
年
を
超
え
る
歴
史
を

持
つ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
重
み
を
感

じ
て
い
ま
す
。（
曽
田
）
▲
８
Ｋ
超
高
精

細
の
巨
大
画
面
で
舞
台
劇
『
ア
ル
キ
メ
デ

ス
の
大
戦
』
を
見
た
。
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
、

カ
ッ
ト
割
り
な
し
、
定
点
撮
影
の
大
舞
台
。

等
身
大
の
俳
優
の
表
情
、
演
技
は
普
段
見

る
劇
場
の
迫
力
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。
外

国
の
演
劇
祭
に
参
加
す
る
と
き
生
身
の
人

間
の
一
座
を
率
い
る
必
要
が
な
く
な
る
か

も
。
日
本
セ
ン
タ
ー
が
参
画
す
る
Ｅ
Ｐ
Ａ

Ｄ
事
業
（
10
Ｐ
参
照
）
に
も
こ
の
技
術
が

活
用
さ
れ
る
。
超
大
国
の
巨
大
資
本
が
乗

り
出
す
前
に
有
効
利
用
を
。（
菱
沼
）

編集後記

広告　松竹

（順不同・敬称略）

野
村
萬
斎

　

第
43
回
松
尾
芸
能
賞

松
本
白
鸚

　

令
和
4
年
度
文
化
勲
章

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

　

第
59
回
キ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞 

テ
レ
ビ

　

部
門 

選
奨
、
同
賞 

報
道
活
動
部
門 

　

優
秀
賞

テ
レ
ビ
東
京

　

第
59
回
キ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞 

テ
レ
ビ

　

部
門 

選
奨

　

国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
は

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
６
月
に
公
益

社
団
法
人
と
な
り
ま
し
た
。 

　

公
益
社
団
法
人
は
一
般
社
団
法
人
に

比
べ
て
よ
り
公
益
性
が
高
く
、
公
益
性

の
確
保
の
た
め
に
「
公
益
社
団
法
人
及

び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る

法
律
」
第
27
条
に
よ
り
、３
年
に
一
度
、

内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
に
よ
る
立

ち
入
り
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
一
昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
あ
り
、
弊
セ
ン
タ
ー

へ
の
立
ち
入
り
検
査
は
２
０
１
７
年

度
以
来
５
年
ぶ
り
で
し
た
。
検
査
は
、

２
０
２
２
年
６
月
24
日
（
金
）
に
国
立

能
楽
堂
内
の
弊
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
て

行
わ
れ
、
会
計
事
務
や
必
要
書
類
の
整

備
等
に
つ
い
て
の
助
言
を
受
け
、
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

(

事
務
局
長　
曽
田
修
司
） 

内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
に
よ
る

日
本
セ
ン
タ
ー
立
ち
入
り
検
査 
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